
職場におけるLGBT（性的マイノリティ）
に関する取り組みについて



⾃⼰紹介

虹⾊ダイバーシティ 事務局⻑ 有⽥伸也。5つ星
ホテルなどサービス業界にてマネージメント業
務に従事。前職の飲⾷関連ベンチャー企業で、

⼈事・採⽤・教育・労務など
⼈事系の幅広い業務を5年経験
し、現職に。⼤⼿企業への
LGBT施策導⼊・推進⽀援の
実績多数。千葉県市川市多様性
社会推進協議会委員。
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カミングアウト 
 
【データ】カミングアウト（統合データ） 
職場では、同僚・部下の⽅が上司よりカミングアウトしている⼈が多い。職場外の取引先や顧
客にもカミングアウトしている⼈は⾮常に少ない。 
職場以外では、友⼈へのカミングアウト率が最も多く、家庭では⽗親より⺟親へのカミングア
ウト率が⾼い。隣⼈や地域でのカミングアウト率は⾮常に低い。 
すべての場で、シス LGBPA他より、トランスジェンダーの⽅がカミングアウトしている率が
⾼い。 

  
 
 
【データ】職場でのカミングアウトの有無（統合データ） 
職場で上司・同僚・部下などの誰か１⼈にでもカミングアウトしている⼈の割合を⾒ると、性

のあり⽅で⼤きな違いが⾒られる。 
シス L、シス G は概ね 50％以上、シス B、シス P の概ね 70％以上が職場で誰にもカミングア
ウトしていない。⼀⽅、トランス男性、トランス⼥性については、65%以上が職場の誰かに伝
えている。Xに分類される⼈は出⽣時の性別で違いが⾒られ、⽣まれ⼥性 Xの⽅が⽣まれ男性
Xより職場でのカミングアウト率が低い。 
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カミングアウトしている人の割合

シスLGBPA他 トランスジェンダー



ü 特にトランスジェンダーで割合が低い





ü LGBTに対する社会の認知が向上するとともに、SNS上を中⼼に
ホモフォビア・トランスフォビアな態度を⽰す⼈の可視化

ü 社会情勢の変化による経済的な困難を抱える⼈が増加



今⽇のプログラム

1. 性の多様性に関する基礎知識
2. LGBTを取り巻く世界や⽇本の状況
3. 当事者の困難（⼀例）
4. 企業が取り組むLGBT施策



1.性の多様性に関する
基礎知識



LGBT施策の必要性

性的マイノリティは
⼈⼝の3〜8%

職場や顧客・取引先にも
「いる」

カミングアウトしている⼈は
少なく、社会的に⾒えにくい

ハラスメントが多く
ストレスが⾼い

学校で学ぶ機会が少ない 職場での教育が⼤事



LGBTQ とは

L Lesbian レズビアン

エル・ジー・ビー・ティー・キュー

G Gay ゲイ

B Bisexual バイセクシュアル

T Transgender トランスジェンダー

Q Queer or Questioning
クィア、クエスチョニング



SOGIE とは
ソ ジー

SO = Sexual Orientation

好きになる相⼿の性別 / 性的指向

GIE = Gender Identity and gender Expression

GI︓⾃分の性別をどう認識しているか / 性⾃認
GE︓⾃分の性別をどう表現するか / 性表現

(服装、⾔葉遣い、しぐさ など)



1⼈ひとりの性のあり⽅は異なる
多様なあり⽅が存在する

誰もが多様な存在の⼀員



アライとは

アライ(ALLY)

LGBTの課題に対して、

⾃分ごととして
主体的に⾏動する⼈

(英語で「同盟者」の意)



レインボー・フラッグ



2.LGBTを取り巻く
世界や⽇本の状況





⽇本社会の変化

教 育
・中⾼の制服で、ズボンとスカートを選択可能に
・⼤学に学⽣⽀援組織

⾏ 政
・SOGIによる差別禁⽌・理解増進の条例
・相談窓⼝の開設、居場所づくり、啓発イベント
・パートナーシップ登録制度のある地⽅⾃治体も増加

司 法
・職場での対応、商品やサービスでの対応を求める裁判
・同性結婚を求める「結婚の⾃由をすべての⼈に」訴訟

世 論
・最近の調査では同性結婚に賛成する⼈が過半数
・⽇弁連、在⽇⽶国商⼯会議所等が政府に法整備を訴え



PRIDE指標
2021年は571社が応募
企業の取り組みを評価



セクハラ指針

同性間もセクハラ

パワハラ指針
SOGIに関する侮辱や
アウティングはNG

モデル就業規則

SOGIを明記

公正採⽤

LGBTも排除しないこと

⾃殺総合対策⼤綱

無理解が⾃殺念慮に

厚⽣労働省のLGBT施策



パワハラ防⽌指針 抜粋

(2)精神的な攻撃
⼈格を否定するような⾔動を⾏う。相⼿の性的指向・
性⾃認に関する侮辱的な⾔動を含む。

(6)個の侵害
労働者の性的指向・性⾃認や病歴、不妊治療等の機微
な個⼈情報について、当該労働者の了解を得ずに他の
労働者に暴露する。



3.当事者の困難（⼀例）



LGBTの社会的課題を知ろう

・孤⽴感
・いじめ
・男⼥で分かれて
いる環境

・ロールモデルがない
・⽼後への不安感
・介護離職

〈パートナーシップ〉
同性同⼠で結婚できないため、家族とみなされず、

社会保障の対象にならない

※すべての当事者がこうした課題に直⾯しているわけではありません

〈性別変更〉 要件が⾮常に厳しい

〈学⽣時代〉

中退

〈職場〉
・採⽤、昇進における差別
・職場でのハラスメント

メンタルヘルスの悪化
離職、⾮正規雇⽤、貧困

〈⾼齢期〉



4.企業が取り組む
LGBT施策



企業のLGBT施策（全体像）

①計画⽴案

①-1.
職場の現状把握

①-2.
施策の実施計画

振り返り

③ 職場環境を整備するための施策
③-1. 社内制度の整備
③-2. 採⽤活動の⾒直し
③-3. 無意識の男⼥分けの⾒直し 等

④ 職場の雰囲気を変えるための施策
④-1. 教育、アライの育成 等

② 当事者を直接⽀援する施策
②-1. ⽀援・相談体制の整備
②-2. 性別移⾏の⽀援
②-3. 職場内グループの⽀援 等





取り組み事例

ⅰ. 差別的⾔動を理解する
ⅱ.カミングアウトとアウティング
ⅲ. アライとして出来ること



ⅰ.差別的⾔動を理解する



ハラスメントの具体例

⾔葉づかい
「ホモ」「オカマ」
「オネエ」「レズ」

など

ネガティブな発⾔

LGBTの存在を想定していない発⾔

うわさ話
「あの⼈は独⾝で

”ゲイ疑惑” が
ある」

性別を詮索
「さっきのお客さんって
男︖⼥︖どっち︖ 」

異性間の恋愛、結婚、育児を
前提にした話

「家庭を持てば、お客様の
気持ちも分かるぞ」

⼥らしさ・男らしさに
関する決め付け
「⼥らしい」
「男なら〜だろ」



件数 カテゴリー 記述内容例

635 異性愛規範の強制/逸
脱と⾒なす⾔動

独⾝なので「結婚は︖」とか聞かれた際に「男性が
好きなのか︖」と冗談半分で⾔われ内⼼ハッとした
が冷静を装うのに必死だった

544 単語の差別的な使⽤ 「ホモ」「おかま」「レズ」などの単語を、LGBT
を侮辱する⽂脈で使⽤する⾔動

379 ジェンダー規範の強制
/逸脱と⾒なす⾔動

⼀般的に男性らしくないと⾔われてしまう⾔動（声
が⼩さい、積極的に⾏動しない等々）がみられると、
半分冗談半分本気で「お前は男か︕」と叱責された

297 間接的な攻撃・いじ
り・いじめ

「あの⼈レズらしいですよ」と噂しているのを聞い
た

239 直接的な攻撃・いじ
り・いじめ

「お前らホモかよ」みたいな発⾔はよく聞く



ⅱ.カミングアウトとアウティング



カミングアウト

カミングアウト

⾃分の性のあり⽅について
⾃ら、他の⼈に伝えること

カミングアウトを受けた⼈は、
しっかり本⼈の話を聞き、
受け⽌めることが⼤事です。

LGB
7%

T
15%



アウティング

アウティング

本⼈の同意なく、第３者が
その⼈の性のあり⽅を
他の⼈に暴露すること

誰かからカミングアウトを受けて、
⼈事や上司に相談したいことが
あっても、必ず事前に本⼈に理由
を説明し、同意をとるようにしま
しょう。



アウティングによる企業事例

豊島区 2019~2020年

⾯接時にカミングアウトをしたゲイ当事者が、上司に
アウティングをされた。本⼈はうつ状態になり休職。
苦情処理委員会に申し⽴てを⾏い、会社への指導など
を豊島区に求める。また労災申請も⾏う。
当初会社側は、あくまで「善意でやったこと」と発⾔
していたが、最終的には⾮を認め和解に⾄る。



カミングアウト・相談時の対応

①

尊重する

相談してくれる⼈の
・性の在り⽅

・置かれている状況
・気持ち
を尊重する

②

前向きに捉える

厄介ごとと考えず
「誰もが働きやすい
職場づくりへ」
前向きに対応する

③
アウティング

しない

相談内容を他の⼈と
相談する際も、
必ず本⼈に
話して良いか
了承をとる



ⅲ.アライとして出来ること



知る
・研修で当事者の話を聞く
・LGBTに関するコラムや書籍があったら読む
・LGBTの情報を積極的に取り⼊れる

表明する
・アライであることを表明する
・虹⾊のグッズを⾝につける
・⽇頃の⾔葉遣いを⾒直してみる

⾏動する
・LGBTのイベントに参加する
・差別的発⾔があったら率先的に⽌める

アライの具体的な⾏動






